
地

引

絵

図

の

作

成

し
か
し
、

県
は
、

こ

の

期
に

及
ん
で

事
業
推
進
に

強
硬
で

あ
り
、

同
十
四
日
に

は
、

官
員
の

実
地
点
検
の

用
に

供
す
べ

く
、

さ
ら

に
、

村
々

に

地
引
絵
図
の

作
成
提
出
を
命
じ
た
（
前
掲
山
口

忠
一

家
文
書
お
よ
び
同
山
口

匡
一

家
文
書
）。

記

今
般
地
券
渡
方
ニ

付
而
ハ

、

追
而
現
地
及
点
検
候
条
、

地
引
絵
図
取
調
、

無
税
地
・

小
物
成
場
等
詳
細
色
分
之
上
、

精
〻

取
調
出
来
次
第
、

早
〻

可
差
出
候
、

此
廻

章
村
下
令
請
印
、

至
急
廻
達
留
り
村
ゟ
可
相
返
も
の

也

明
治
六
年
二

月
十
四
日

足
柄
県
庁
㊞

村
〻

こ

う
し
て
、

各
町
村
で

は

地
券
交
付
の

た
め
の
、

「
田
畑
山
林
一

筆
限
取
調
代
金
書
上
帳
」（
当
初
の

「
小
前
一

筆
限
帳
」）、
「
一

郡
表
」
作
成
の

た
め

の

「
高
反
別
貢
米
永
并
作
徳
取
調
書
上

」
の

作
成
に

加
え
、

さ
ら
に
地
引
絵
図
の

調
製
も
命
じ
ら
れ
た
。

こ

れ
ら
に

要
し
た
労
力
と
入
費
は
ば
く
大

な
も
の

で

あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

地
引
絵
図
は
、

村
内
す
べ

て

の

土
地
、

「
田
畑
山
林
其
外
共
反
別
番
号
字
持
主
姓
名
」
を
、

「
多
人
数
に
て
墓
地
に
い

た
し
又
は
斃
牛
馬
捨
場
等
に

至
迄
寸
地
も
漏
落
こ

れ
な
き
様
、

詳
細
実
地
書
載
」
す
る
こ

と
が
要
求
さ
れ
た
。

そ
し
て
、

さ
ら
に

「
地
引
帳
」
を
作
り
、

こ

れ
に
、

地
引
絵
図
へ

記
載
し
た
場
所
を
官
員
の

「
御
検
査
順
次
宜
敷
案
内
の

都
合
を
注
意
致
し
、

不
順
不
都
合
こ

れ
な
き
様
」
に
、

す
べ

て

書
載
す
る
こ

と
が
命
じ
ら
れ

た
（「
地
方
要
誌

」
前
掲
山
口

忠
一

家
文
書
）。
し
か
し
、

地
引
絵
図
・

地
引
帳
作
成
の

作
業
は
、

こ

れ
を
命
じ
た
県
廻
達
が
「
地
券
証
御
渡
済
相
成
候

村
方
は
、

随
つ

て

村
々

実
地
検
査
こ

れ
あ
り
候
に

付
」、
こ

れ
ら
を
作
成
せ
よ
と
し
て

い

る
こ

と
か
ら
、

地
引
絵
図
・

地
引
帳
完
成
に

先
立
ち
、

ま
ず

地
券
状
が
、

「
田
畑
山
林
一

筆
限
取
調
代
金
書
上
帳
」
の

完
成
し
た
村
へ

下
付
さ
れ
た
と
思
わ
れ
れ
る
。

そ
し
て
、

管
下
各
町
村
へ

の

地
券
下
付
完
了

に

先
立
ち
、

地
租
改
正
法
が
公
布
さ
れ
た
た
め
に
、

地
引
絵
図
・

地
引
帳
作
成
作
業
は
中
絶
さ
れ
、

後
に

地
租
改
正
の

た
め
の

作
業
と
し
て

改
め
て
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始
め
ら
れ
る
こ

と
に

な
る
。

地
券
の

交
付

一

八
七
三
（
明
治
六

）
年
九
月
、

松
方
租
税
権
頭
へ

の

柏
木
足
柄
県
権
令
の

進
達
に
よ
れ
ば
（『
静
岡
県
史
料
』、
国
立
公
文
書
館
蔵

『
明
治
初
期
静
岡
県
史
料
』
第
一

巻
）、

こ
の

時
点
で

相
模
・

伊
豆
の

両
国
を
含
む
「
管
下
ノ

半
ハ

地
券
渡
済
」
み
と
な
っ

て

お
り
、

一

八
七
三

年
中
に
は
悉
皆
下
付
が
完
了
す
る

見
込
み
で

あ

る

こ

と
、

し
か
し
、

地
引
絵
図
提
出
は
、

ま
だ
「
管
内
纔
ニ

四
分
ノ
一

」
程
度
に

す
ぎ

ず
、

し
か
も
そ
の

う
ち
、

「
疎
脱
対
照
ニ

供
シ

難
」
い

も
の

も
多
数
あ
る
と
し
て
い

る
。

大
住
郡
上
糟
屋
村
士
族
上
知
分
（
二

大
区
小
七
区

）
の

ば
あ
い

は
、

地
券
は
、

一

八
七
三

年
十
月
十
日
に

下
付
さ
れ
た
（「
地
券
御
渡
ニ

付
差
上
候
受

書
控

」
前
掲
山
口

匡
一

家
文
書
）。
こ

の

と
き
、

村
方
は
、

次
の

よ
う
な
受
書
を
、

足
柄
県
権
令
あ
て

に

提
出
し
て

同
村
分
の

地
券
証
一

六
二

六
枚
を
受

け
取
り
、

さ
ら
に

以
上
の

分
の

地
券
証
印
税
計
八
九
円
を
上
納
し
た
。

今
般
地
券
御
渡
相
成
候
ニ

付
、

大
切
ニ

所
持
可
致
は
勿
論
、

万
一

水
難
・

火
盗
難
等
ニ

而
地
券
を
失
ひ
候
節
は
、

二

人
以
上
之
証
人
を
立
、

村
役
人
連
印
を
以
御
書

替
之
儀
奉
願
事

但
し
、

右
失
ひ
候
分
、

後
日

相
知
れ
候
ハ

ヽ

速
ニ

御
届
可
申
候
也

一

　
地
券
御
渡
ニ

付
、

書
立
候
外
落
地
等
一

切
無
御
座
候
事

一

　
地
券
御
渡
し
之
後
ニ

お
ゐ
て
、

隠
田
も
有
之
候
節
は
御
規
約
之
通
、

御
処
分
被
　
仰
出
候
事

一

　
地
所
外
国
人
江
対
し
売
渡
、

并
金
銀
取
引
之
為
地
券
等
書
入
い

た
し
候
儀
は
、

決
而
不
相
成
候
事

右
之
趣
堅
ク
可
相
守
旨
、

被
仰
渡
承
知
奉
畏
候
、

若
相
背
候
ハ

ヽ

何
様
之
御
処
分
ニ

も
可
被
仰
付
候
、

仍
而
御
受
書
差
上
候
、

如
件

明
治
六
年
十
月
十
日

大
住
郡
上
糟
屋
村

戸
長

　

山

口

作

助
印

副

　
鵜

川

九
兵
衛
印

小
前
惣
代
　
大

津

亀
次
郎
印

足
柄
県
権
令
柏
木
忠
俊
殿
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こ
の

よ
う
に

県
は
、

一

八
七
三

年
七
月
地
租
改
正
法
公
布
後
も
、

ひ

き
続
き
地
券
交
付
を
行
い
、

七
四
年
五

月
に

相
豆
全
管
へ

の

交
付
を
完
了
し

た
。

一

八
七
三

年
中
に

す
で

に
全
体
の

「
十
分
ノ

九
ヲ

下
附
シ

僅
ニ

其
一

分
ヲ

残
」
す
状
態
で

あ
っ

た
が
、

壬
申
地
券
に

も
と
づ

く
租
税
改
正
は
し

な
い

こ

と
が
歴
然
と
し
た
七
四
年
に
な
っ

て

も
、

最
後
ま
で
こ

れ
の

交
付
を
行
っ

た

の

は
、

「
地
所
売
買
質
入
等
一

国
中
所
分
不
同
ニ

テ

民
間
不
都

合
モ

少
カ
ラ
ズ

渡
シ

方
願
ヒ

出
ル

モ

ノ

多
キ
ヲ

以
テ
ナ
リ

」（
前
掲
『
静
岡
県
史
料

』）
と
い

う
理
由
か
ら
で

あ
っ

た
。

当
初
、

政
府
の

新
税
法
実
施
の

た
め
の

手
段
と
い

う
側
面
を
強
く
持
っ

て
い

た
地
券
交
付
が
、

実
施
過
程
で
、

お
の

ず
か
ら
人
民
土
地
所
有
権
の

確
証
と
い

う
性
格
を
強
め
る
に

い

た
っ

た
こ

と
が
わ
か
る
。

柏
木
権
令
の

地

税
法
改
正
建
言

こ

れ
よ
り
さ
き
、

一

八
七
三
（
明
治
六
）
年
四
月
、

大
蔵
省
が
全
国
府
県
長
官
を
召
集
し
、

地
方
官
会
同
を
開
催

し

た

と

き

（
こ

の

会
同
で
地
租
改
正
法
案
が
討
議
・

決
定
さ
れ
た

）、
柏
木
忠
俊
足
柄
県
権
令
も
、

「
地
券
税
施
行
方
法
実
際
ニ

お

ゐ

て

着
手
順

序
見
込
御
尋

」
に

答
え
て
、

「
地
税
法
御
改
正
之
儀
建
言
書
」（
静
岡
県
田
方
郡
韮
山
町

柏
木
俊
孝
家
文
書

）を
呈
出
し
た
。

こ

こ
で

彼
は
、

県
下
で

交
付

中
の

壬
申
地
券
記
載
の

「
一

筆
限
リ
ノ

段
別
ニ

至
リ
テ
ハ

悉
ク

現
在
実
地
適
当
ノ

モ

ノ

ト
言
フ

可
ラ
ス
、

且
其
地
価
モ

地
ノ

真
価
ニ

非
ス

」（
同
建

言
書
草
稿
に
は
、

さ
ら
に
「
今
般
相
渡
シ

候
券
状
面
ノ

段
別
ハ

、

従
来
税
法
ノ

基
本
タ
ル

真
価
ヲ

求
ル

ノ

準
拠
ト
ナ
シ

難
キ
モ

ノ

多
ク
有
之
可
申
奉
存
候
」
の

文
言
が

み
ら
れ
る

）
と
い

い
、

前
述
陸
奥
が
各
府
県
に

内
達
し
た「
地
価
取
調
規
則
」案
に

よ
る
入
札
法
の

実
施
を
提
案
し
て
い

る
。

権
令
柏
木
忠
俊
は
、

他
の

多
く
の

府
県
長
官
と
は
経
歴
を
異
に

し
、

江
川
太
郎
左
衛
門
英
龍
・

英
敏
の

下
で
、

相
豆
幕
領
を
支
配
す
る
韮
山
代
官
所
の

書
記
・

公
事
掛
・

手
代

を
歴
任
し
、

地
方
の

事
情
に

精
通
し
た
者
で

あ
る
が
、

右
提
案
の

理
由
は
、

「
辺
境
の

愚
夫
・

愚
婦
と
雖
も
己
れ
所
有
の

田
畑
そ

の

坪
数
を
知
ら
さ

る
も
の

こ

れ
な
し
、

又
そ
の

地
価
に

を
け
る

自
ら
土
地
普
通
の

品
評
あ
り
、

至
て

知
り
易
」
い

に
も

か

か
わ
ら
ず
、

「
唯
上
下
の

情
貫
徹
せ
す
細
民

狐
疑
を
懐
く

」
た
め
に
、

官
が
そ
れ
を
把
握
で

き
な
い

で
い

る
、

と
い

う
も
の

で

あ
っ

た
。

そ
れ
で
ま
ず
、

「
税
額
農
に

重
き
を
御
憐
察
、

関
東
畑
永

を
除
の

外
、

何
程
か
御
容
赦
成
下
さ
れ

」
と
減
税
の

実
行
を
強
く
望
み
、

農
民
の

信
頼
を
回
復
し
た
上
で
、

入
札
法
に

よ
っ

て
土
地
の

反
別
・

真
価
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を
求
め
る
こ

と
を
提
案
し
て
い

る
。

こ
の

根
底
に

は
、

明
治
政
府
の

支
配
と
な
っ

て

以
来
新
政
施
行
に

よ
っ

て
、

租
税
・

民
費
の

負
担
が
著
し
く
増

え
て

農
民
を
苦
し
め
て

お
り
、

た
め
に

農
民
は
、

政
府
不
信
の

念
を
抱
く
に
い

た
っ

て
い

る
と
い

う
認
識
が
あ
っ

た
。

抑
モ

近
年
民
費
ノ

大
ナ
ル

戸
籍
法
ノ

改
革
、

戸
口

簿
冊
ノ

新
製
、

区
長
ノ

俸
給
、

丁
兵
ノ

徴
募
、

小
学
校
ノ

設
立
、

物
産
ノ

書
上
ケ
、

社
寺
上
知
ノ

調
査
、

及
ヒ

酒
・

醤
油
・

絞
油
・

廻
船
・

猟
銃
ノ

税
・

畑
米
石
代
ノ

増
税
、

地
券
調
ヘ

ノ

村
費
・

印
税
等
民
費
ニ

休
息
ヲ

得
ス
、

今
般
金
銀
貸
借
ノ

証
券
及
ヒ

受
取
手
形
ノ

類
、

総
テ

印
紙
買
受
粘
着
シ

候
様
御
布
告
有
之
、

是
亦
多
分
ノ

税
上
納
ノ

筋
ニ

相
当
リ
申
ス

可
ク
カ
、

如
斯
屡
新
税
御
取
立
相
成
候
上
ハ

、

従
前
重
苛
錯
乱
ヲ

極
メ

候
地
税
ニ

於
テ
ハ

、

此
際
ニ

方
リ
、

断
然
御
決
議
ノ

上
、

減
税
ノ

御
盛
典
御
施
行
有
之
候
様
仕
度
、

学
校
或
ハ

説
教
等
厚
ク
御
周
施
有
之
候
得
共
、

民
衣
食
ヲ

欠
キ
候
様
ニ

テ

ハ

、

遷
善
改
過
ノ

実
効
容
易
ニ

ハ

相
立
申
マ

シ

ク
、

方
今
ノ

急
務
ハ

民
ヲ
シ

テ
少
シ

ク
休
息
ヲ

得
セ

シ

メ
、

地
力
ヲ

尽
シ

テ

物
産
ヲ

蕃
殖
ス

ル

ニ

在
リ

と
い

う
草
稿
の

文
言
は
、

こ

れ
を
よ
く
あ
ら
わ
し
て
い

る
。

し
か
し
、

提
出
の

と
き
こ
の

部
分
は
大
幅
に

削
ら
れ
、

き
わ
め
て

微
温
な
表
現
に

な
っ

て

し
ま
っ

て
い

る
。

第
三
節
　
地
租
改
正
の

実
施

一

　

改
租
事
業
の

着
手

神
奈
川
・

足
柄

両
県
で
の

着
手

神
奈
川
・

足
柄
両
県
に

よ
る
管
下
へ

の

地
租
改
正
実
施
の

布
達
は
、

地
租
改
正
法
公
布
か
ら
八
か
月
遅
れ
た
一

八
七
四
（
明
治

七
）
年
三

月
に
、

ほ
ぼ

同
時
に

行
わ
れ
た
。

三

月
三

十
一

日
、

神
奈
川
県
は
、

「
地
価
税
則
確
定
ニ

付
取
調
方
并
反
別
地
価
及
ヒ

無
代
価
地
反
別
書
上
雛
形
并
地
租
改
正
規
則
」（『
神
奈
川
県
布
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達
全
書
目
録

』
神
奈
川
県
立
文
化
資
料
館
蔵
、

『
横
浜
市
史

』
第
三

巻
下

六
五
二
ペ

ー
ジ

）
を
管
下
に

布
達
し
た（
全
文
は
『
資
料
編

』16

近
代
・

現
代
（6）
財
政
・

金
融
一

二
五

）。

そ
れ
は
、

前
文
で
、

地
租
改
正
の

主
旨
と
、

と
く
に

地
券
渡
済
の

村
と
未
済
の

村
と
に
か
か
わ
り
な
く
、

改
め
て

「
実
地
ノ

反
別
地
価
取

調

」
を
行
う
こ

と
を
明
ら
か
に

し
、

こ

れ
に「
反
別
地
価
等
書
上
方
心
得
書
布
告
」三
四
条
と
、

そ
れ
に

も
と
づ

い

て

村
方
が
作
成
す
る「
反
別
地
価
書

上
帳
」・「
無
代
価
地
反
別
書
上
帳
」
の

雛
形
が
付
さ
れ
て
い

る
。

前
者
は
、

各
地
目
を
通
し
て
一

筆
ご
と
に

地
番
が
打
た
れ
、

地
引
絵
図
の

そ
れ
と
あ

い

照
応
す
る
よ
う
に

な
っ

て
い

る
。

な
お
、

小
作
地
に
は
小
作
人
名
と
捺
印
、

小
作
米
金
額
も
記
載
さ
れ
る
。

後
者
は
、

官
林
・

無
税
の

溜
池
・

堤
敷
・

荒
田
畑
・

墓
所
地
・

茶
毘
敷
地
・

死
馬
捨
場
を
登
載
す
る
が
地
番
は
付
さ
れ
な
い
。

こ

れ
ら
は
、

「
租
税
寮
改
正
局
日

報
」
明
治
六
年
第
四
四
号
、

同
年
十
月
四
日
指
令
千
葉
県
伺
の

「
地
租
改
正
ニ

付
人
民
心

得
書
」（
全
二

三

条
）、
「
地
価
取
調
帳
」
雛
形
（『
明
治
初
年
地
租
改
正
基
礎
資
料

』
上
巻

二

九
六
ペ

ー
ジ

）
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
、

神
奈
川
県
独
自
の

特
色
は
み
ら
れ
な
い（
両
県
の

大
き
な
違
い

は
、

千
葉
県
「
地
価
取
調
帳

」
は
、

官
林
な
ど
無
税

地
も
一

貫
し
た
地
番
を
打
ち
、

一

帳
に
組
み
込
ん
で
い

る
が
、

神
奈
川
県
で
は
こ

れ
を
二

帳
に

分
け
、

無
代
価
地
は
地
番
を
付
せ
ず
作
業
の

速
成
を
図
っ

た
点
に

あ
っ

た
。

し
か
し
、

こ

れ
は
同
年
六
月
十
六
日
の

二

－
二

〇
大
区
区
長
あ
て
第
一

七
四
号
達
で

訂
正
さ
れ
、

無
代
価
地
も
一

様
に

地
番
が
付
さ
れ
る
こ

と
に

な
り
、

千
葉
県

雛
形
と
の

違
い

は
解
消
し
た
）。

足
柄
県
も
ま
た
、

一

八
七
四
年
三

月
十
七
日
、

管
下
一

般
に

地
租
改
正
実
施
を
布
達
し
た
。

同
県
で

は
、

神
奈
川
県
の

よ
う
に
、

と
く
に

独
自
の

規
則
を
作
成
せ
ず
、

次
の

廻
達
（『
静
岡
県
史
料
』
国
立
公
文
書
館
蔵
、

『
明
治
初
期
静
岡
県
史
料
』
第
一

巻

）
を
し
た
に

止
ま
っ

た
。

先
般
地
租
改
正
被
仰
出
候
ニ

付
、

千
葉
県
伺
御
指
令
、

人
民
心
得
書
并
地
価
取
調
絵
図
面
等
毎
村
一

部
ツ
ヽ

案
文
布
達
置
候
ニ

付
、

熟
読
了
解
致
シ

候
儀
ニ

可
有

之
、

右
ハ

至
大
至
重
ノ

事
件
ニ

テ
、

一

時
不
容
易
手
数
ニ

候
得
共
、

一

旦
調
査
出
来
候
上
ハ

、

地
租
ノ

偏
重
偏
軽
ヲ

免
レ
、

後
来
ノ

便
利
タ
ル

論
ヲ

俟
ザ
ル

儀
ニ

付
、

区
長
ハ

勿
論
、

村
々

正
副
戸
長
等
勉
テ
尽
力
、

右
案
文
ニ

照
準
シ

精
密
調
査
可
致
事

（
以
下
、

絵
図
作
成
・

実
地
丈
量
・

検
査
に
つ

い

て
の

条
略
）
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す
な
わ
ち
、

と
く
に

足
柄
県
独
自
の

心
得
書
規
則
等
は
作
成
せ
ず
、

前
述
千
葉
県
の

規
則
・

雛
形
を
、

そ
の

ま
ま
上
木
し
て
、

県
下
に

廻
達
し
た

の

で

あ
る
。

こ

う
し
て
、

両
県
は
ほ
ぼ
同
時
に

管
下
へ

の

改
租
布
達
を
行
っ

た
が
、

い

ず
れ
も
、

「
租
税
寮
改
正
局
日

報
」
所
載
の

千
葉
県
伺
指
令
を
モ

デ
ル

と
し
た
も
の

で
、

一

般
的
な
改
租
の

方
針
・

方
法
を
示
し
た
に

止
ま
っ

た
。

管
下
で
の

実
地
着
手
に

は
、

さ
ら
に
、

管
下
の

実
情
に

即
し
た
具
体
的

方
法
の

指
示
を
必
要
と
し
た
の

で

あ
る
。

神
奈
川
県
で
、

改
租
事
業
の

第
一

着
を
な
す
地
引
絵
図
編
製
に
つ

い

て

こ
の

具
体
的
方
法
が
示
さ
れ
た
の

は
一

八
七
四
（
明
治
七
）
年
七
月
六
日

の

こ

と
で

あ
っ

た
（
後
述
）。

同
県
の

改
租
事
業
は
、

実
際
上
は
こ

の

時
を
も
っ

て

開
始
さ
れ
た
。

足
柄
県
で

は
、

前
述
の

よ
う
に
、

地
租
改
正
法
公
布
後
も
、

壬
申
地
券
交
付
を
続
け
、

完
結
さ
せ
た
。

こ

の

た
め
、

「
旧
地
券
発
行
の

業
務
、

及

社
寺
上
地
処
分
等
の

調
査
を
畢
ら
ざ
る
が
故
、

着
手
遷
延
」
し
、

県
で

は
、

よ
う
や
く
「
明
治
七
年
十
一

月
に

於
て

土
地
丈
量
法
人
民
心
得
書
を
起

稿
し
、

こ

れ
が
施
行
順
序
を
内
務
卿
に

具
陳
し
、

一

方
人
民
に

向
て

は
懇
篤
改
正
法
の

旨
趣
を
諭
達
し
、

郡
村
総
代
専
担
者
等
を
公
撰
す
る
の

計
画

を
示
し
、

且
庁
内
地
租
改
正
掛
を
置
く
」
な
ど
の

準
備
に

入
っ

た
。

し
か
し
、

各
村
で

の

作
業
開
始
を
可
能
に

す
る
「
地
租
改
正
地
図
調
査
其
他
達

書
」（
全
一

三

条
）（「
明
治
八
年
五
月
地
券
掛
諸
控

大
矢
武
平
」
愛
川
町
田
代

大
矢
ゑ
ひ
家
文
書
）
が
達
せ
ら
れ
た
の

は
、

実
に
一

八
七
五

年
十
月
（
愛
甲

郡
第
三

大
区
事
務
扱
所
が
こ

れ
を
管
下
各
小
区
へ

順
達
し
た
の

が
十
月
十
七
日
、

第
一

小
区
で
こ

れ
を
受
領
し
た
の

は
同
二

十
三

日
早
朝
）（「
地
方
要
誌
」
厚
木
市
温

水

山
口

忠
一

家
文
書
）
に
な
っ

て
で

あ
っ

た
。

し
か
も
、

千
葉
県
雛
形
を
も
と
に

地
租
改
正
総
代
人
・

担
当
の

県
官
ら
が
考
察
を
重
ね
作
成
し
た
「
地

租
御
改
正
地
引
帳
」・
「
地
租
改
正
字
限
絵
図
」
雛
形
が
、

各
村
へ

達
せ
ら
れ
た
の

は
、

同
十
二

月
三

日
の

こ

と
で

あ
る
（
前
掲
大
矢
家
文
書

）。
こ

こ

か

ら
す
れ
ば
、

足
柄
県
で

の

村
方
で

の

改
租
事
業
の

着
手
は
、

一

八
七
五

年
十
月
ま
た
は
十
二

月
こ

ろ
で

あ
り
、

地
租
改
正
法
公
布
か
ら
、

二

年
三
一

五
か
月
を
経
過
し
た
後
で

あ
っ

た
。

そ
し
て
、

こ

れ
か
ら
わ
ず
か
四
－
六
か
月
後
に
、

足
柄
県
は
廃
止
さ
れ
、

管
轄
の

う
ち
相
模
の

部
分
は
神
奈
川
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県
に

合
併
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。

な
お
、

足
柄
県
で

は
、

一

八
七
四（
明
治
七

）年
八
、

九
月
こ

ろ
に
、

小
作
米
金
調
査
が
な
さ
れ
て
い

る
。

内
容
は
、

旧
来
の

地
目
位
付
の

ま
ま
、

例
え
ば
上
田
一

反
歩
に
つ

き
、

一

か
年
作
付
収
穫
物
総
額
を
此
米
二

石
と
し
、

内
訳
と
し
て

貢
租
・

諸
懸
・

小
作
所
務
・

全
徳
米
の

そ
れ
ぞ
れ
の

額
を
書
き
上
げ
、

村
方
か
ら
提
出

さ
せ
た
も
の

で
あ
る
。

し
か
し
、

こ

の

調
査
は
、

雛
形
と
し
て「
小
作
米
其
外
取
調
書
上

」、「
何
神
社

何
寺
院
上
知
田畑
歟
小
作
年
貢
其
外
取
調
書
上

」の
二

通
を
提
出
す
る

こ

と
が
命
じ
ら
れ
て
お
り
、

し
か
も
そ
の

提
出
期
日

は
、

県
官
が
、

村
々

の

社
寺
領
元
朱
印
地
・

除
地
・

大
縄
場
上
知
の

処
分
方
法
を
定
め
る
た
め
廻
村
す
る
日

割

に

応
じ
て

定
め
ら
れ
て
い

る
。

例
え
ば
愛
甲
郡
で
は
県
少
属
大
越
直
温
が
、

八
月
二

十
七
日
厚
木
町
泊
、

二

十
八
日

小
野
村
泊
、

二

十
九
日
中
荻
野
村
泊
と
巡
回
す
る

が
、

こ

の

宿
泊
地
へ

出
頭
を
命
じ
ら
れ
た
村
々

は
、

右
書
上
を
明
治
七
年
八
月
付
と
し
、

九
月
一

日
以
降
に

出
頭
を
命
じ
ら
れ
た
田
代
村
な
ど
の

村
々

は
、

明
治
八

年
九
月
付
と
し
て
い

る
。

お
そ
ら
く
、

こ

れ
ら
書
上
は
、

官
員
宿
泊
地
へ

出
頭
の

際
持
参
し
た
も
の
で

あ
ろ
う（
厚
木
市
下
荻
野

難
波
武
治
家
「
明
治
七
甲
戍
年
五

月
吉
日

御
用
留

」、
愛
川
町
田
代
　
大
矢
ゑ
ひ
家「
社
寺
上
知
小
作
年
貢
其
外
取
調
書
上

」
そ
の

他
に
よ
る

）。
し
た
が
っ

て
こ

れ
ら
は
、

社
寺
上
知
払
下
げ
の

代
金
を

定
め
る
資
料
と
し
て
、

早
急
に

作
成
さ
せ
た
も
の

で
、

地
租
改
正
事
業
と
は
直
接
関
係
を

も
っ

た

調
査
で
は
な
い
。

こ

の

小
作
米
金
調
査
は
、

前
掲
『
静
岡
県
史

料

』
の
「
旧
足
柄
県

」
の

部
で

は
同
県
の

地
租
改
正
事
業
着
手
が
遷
延
し
た
理
由
の
一

つ

に

あ
げ
て
い

る
「
社
寺
上
地
処
分
等
ノ

調
査

」
の
一

環
を
な
す
も
の

に
ほ

か
な
ら
な
い
。

旧
神
奈
川
県
で
の

地
引
絵

図

編
製

さ
て
、

神
奈
川
県
で

は
、

一

八
七
四
（
明
治
七

）
年
七
月
三
日
、

二

－
二

〇
大
区
正
副
区
戸
長
あ
て
に
、

先
般
地
租
御
改
正
被
仰
出
候
ニ

付
、

差
向
地
引
絵
図
編
製
方
追
〻

相
達
置
候
処
、

未
タ
成
功
不
申
出
、

不
都
合
之
至
リ
ニ

付
、

右
糴
立

と
し
て

不
日

官
員
出
張
為
致
候
条
、

諸
事
承
リ
合
セ
、

速
ニ

地
図
落
成
候
様
、

一

同
協
利
尽
力
可
致
、

此
段
更
ニ

相
達
候
事

七
年
七
月
六
日

神
奈
川
県
令
　
中

嶋

信

行

と
の

達
を
発
し
、

前
述
一

八
七
三

年
十
月
に

命
じ
た
地
引
絵
図
作
成
を
改
め
て

督
促
し
た
。

そ
し
て
、

同
日

各
大
区
一

名
ず
つ

の

地
租
改
正
取
調
総

代
人
を
任
命
し
、

「
地
引
絵
図
を
始
め
反
別
地
価
書
上
帳
差
出
し
方
等
諸
事
協
議
の

上
致
す
べ

き

」
こ

と
を
命
じ
た
（
総
代
人
名
は
『
通
史
編

』4

近
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代
・

現
代
（1）
一

三

四
ペ

ー
ジ
・

第
四
表
）。
と
こ

ろ
で
、

さ
き
に

県
が
命
じ
て
い

た
地
引
絵
図
は
、

す
で

に

交
付
し
た
壬
申
地
券
に

も
と
づ

き
地
券
税
法

を
実
施
す
る
心
算
に

立
ち
、

同
地
券
交
付
後
の

土
地
点
検
を
目
的
と
す
る
も
の

で
、

し
た
が
っ

て

略
図
で

よ
い

と
し
て
い

た
。

し
か
し
、

一

八
七
四

年
三

月
の

県
「
心
得
書
布
告
」
は
、

地
租
改
正
は
壬
申
地
券
交
付
に

か
か
わ
り
な
く
、

改
め
て

土
地
調
査
を
し
て

実
施
す
る
こ

と
を
明
ら
か
に

し
、

こ

れ
に

と
も
な
い

地
引
絵
図
も
、

測
量
に

も
と
づ

く
正
図
の

作
成
が
要
求
さ
れ
る
に
い

た
っ

た
。

県
は
絵
図
作
成
遷
延
を
「
不
都
合
の

至
り
」
な
ど

と
い
っ

て

い

る
が
、

仮
り
に

村
方
が
県
の

指
示
通
り
絵
図
を
作
成
し
て
い

て

も
、

改
め
て

編
製
の

や
り
直
し
を
せ
ね
ば
な
ら
ず
、

そ
の

労
費
は
全
く

徒
労
に

帰
し
た
で

あ
ろ
う
。

つ

い

で

翌
七
日
、

右
達
し
に

も
と
づ

き
「
地
引
絵
図
編
製
方
糴
立
又
は
伝
法
と
し
て

」
村
々
へ

出
張
す
る

こ

と

に

な
っ

た
県
地
租
改
正
掛
官
員

は
、

出
発
を
前
に

し
て

「
申
合
せ

」
を
行
い
、

こ

れ
も
ま
た
村
方
へ

廻
達
さ
れ
た
（
注
（1）
に

同
じ

）。

こ

の

申
合
せ

を
行
っ

た
県
官
は
権
大
属
添
田
知

通
・

少
属
中
山
信
明
・

少
属
太
田
鎌
吉
・

権
少
属
千
阪
和
一

・

権
少
属
中
村
惟
清
・

史
生
篠
崎
常
孝
・

県
掌
石
川
直
・

県
掌
斉
藤
万
三
・

一

五

等
出

仕
中
田
藤
蔵
で

あ
っ

た
。

彼
ら
は
、

持
場
を
分
担
し
「
各
手
当
港
出
発
、

先
ツ
一

順
持
場
ヲ

巡
回
し
、

絵
図
ノ

仕
立
振
、

又
は
製
し
方
等
ヲ

伝
習
、

夫
よ
り
事
実
不
手
廻
村
方
江
罷
越
、

戸
長
村
用
掛
等
ヲ

為
立
会
、

地
図
調
製
可
致
、

尤
実
地
之
景
況
ニ

依
リ
各
手
持
場
内
は
三

周
之
巡
村
隅
々

無
残

行
届
候
様
可
致
事
」
と
し
、

作
業
時
間
を
「
毎
日

午
前
第
七
時
出
発
、

同
十
一

時
よ
り
二

時
迄
休
ミ
、

二

時
よ
り
六
時
迄
場
所
調
査
可
致
事
」
と
定

め
、

調
査
方
法
が
区
々

に
な
ら
ぬ
よ
う
細
部
に
わ
た
り
申
合
せ
、

こ

れ
を
各
村
に

も
廻
達
し
た
も
の

で

あ
る
。

厳
密
に

測
量
し
て

地
図
を
編
製
す
る
こ

と
は
、

農
民
の

手
に

余
る
作
業
で
、

官
員
の

巡
回
・

技
術
指
導
を
必
要
と
し
た
。

神
奈
川
県
の

地
租
改
正

事
業
は
、

実
際
に

は
、

こ

の

時
を
も
っ

て

始
め
ら
れ
た
。

第
一

一

大
区
（
南
多
摩
郡
の

う
ち

）
で
は
、

右
の

廻
達
に
つ

づ

い

て
、

た
だ

ち

に
、

同
大
区
担
当
官
篠
崎
・

太
田
の

巡
回
が
達
せ
ら
れ
、

「
正
副
戸

長
は
勿
論
、

村
用
掛
并
小
前
之
内
五
、

六
人
集
会
待
請
候
様
」
取
り
計
ら

う
こ

と
が
命
じ
ら
れ
た（
注
（1）
に

同
じ

）。
彼
ら
の

最
初
の

巡
回
は
表
一

－
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五
五
の

よ
う
に

行
わ
れ
て
い

る
。

そ
の

後
第
一

一

大
区
に

は
、

八
月
中
旬
に
、

篠
崎
史
生
に

同
大

区
地
租
改
正
取
調
総
代
人
下
田
半
兵
衛
が
帯
同
し
て

巡
回
し
、

十
三
日
に
は
高
木
村
で

測
量
器
械
・

水
縄
を
用
い

て
、

午
前
に

耕
地
一

か
所
、

午
後
に

山
林
一

か
所
を
「
検
地
」
し
、

実
地
に

測
量
方
法
の

伝
習
を
行
っ

た
。

そ
の

上
で

同
月
十
九
日
、

同
大

区
一

小
区
の

各
村
用
掛
・

正
副
戸
長
は
一

同
連
印
し
て
、

今
般
地
租
御
改
正
ニ

付
地
引
絵
図
編
製
方
夫
〻

御
伝
習
委
細
承
知
仕

候
、

因
而
ハ

迅
速
測
器
相
調
ヘ

、

本
月
廿
八
日
よ
り
取
掛
、

精
〻

地

図
相
仕
立
可
申
候
間
此
段
御
届
ケ
申
上
候
以
上

と
の

届
書
を
太
田
・

篠
崎
担
当
官
に

提
出
し
た
（
注
（1）
に

同
じ

）。

こ

う
し
て
、

第
一

一

大
区
で

は
、

ほ
ぼ
八
月
末
ご
ろ
か
ら
各
村

で
、

地
図
編
製
の

測
量
作
業
が
始
め
ら
れ
た
の

で

あ
っ

た
。

し

か
し
、

同
大
区
一

小
区
蔵
敷
村
で
の

作
業
は
よ
う
や
く
九
月
二

十
二

日
に

始
め
ら
れ
、

十
一

月
二

十
五
日
限
完
了
と
上
申
し
な

が
ら
、

実
際
に

完
了
し
た
の

は
十
二

月
末
に

な
っ

た
と
思
わ

れ
る
。

そ
の

作
業
日

程
の

内
容
は
表
一

－
五

六
の

よ

う
で

あ

表1－55　地引絵図編製のための官員巡回表（第11大区）

注　11大区2小区は10大区巡村の組が巡回したのであろう。

「地租改正掛筆誌第11大区10小区表」（東大和市蔵敷内野家文書）より作成。
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っ

た
。

同
小
区
の

他
の

村
々

の

作
業
も
同
じ
様
に

遅

れ

て

い

る
。

作
業
遅
延
の

原
因
の
一

つ

に
、

測
量
の

困
難
が
あ
っ

た
。

そ
の

た
め
、

第
五

大
区
（
橘
樹

郡
の

う
ち
溝
ノ

口

村
外
三

六
か
村
）

で

は
、

各
小
区

戸
長
が

協
議

し
、

共
同
で

測
量
師
（
と
そ
の

補
助
者
二

名
）
を
三

〇
日

間
雇

っ

て

い

る
（「
地
租
御
改
正
ニ

付

測
量
掛
エ

手
当
取
極
簿
第
五
大
区
」

筑
波
大
学
蔵
　
川
崎
市
高
津
区
　
田

村
家
文
書
）。

測
量
掛
月
給

一

　

金
拾
弐
円
五
拾
銭
　
関
山
与

五
郎
江
給
与
之
分
金
拾
四
円

也
　
日

当
金
三

拾
三

銭
三

厘

表1－56　第11大区10小区蔵敷村での地引絵図編製作業

注　原資料は表1－55と同じ
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三

毛
　
金
弐
円
五
拾
銭
　
弁
当
代
一

日
ニ

付
金
八
銭
三

厘
三

毛

〆

一

　
金
八
円
五
拾
銭
　
中
等
之
も
の

日

当
金
弐
拾
八
銭
三

厘
三

毛

一

　
金
七
円
五
拾
銭
　
下
等
の

も
の

日

当
金
弐
拾
五
銭

〆

右
は
地
租
御
改
正
ニ

付
、

測
量
之
も
の

江
手
当
方
協
議
之
上
、

確
定
い

た
し
候
事

明
治
七
年
七
月
廿
九
日

第
五

大
区

壱
小
区
戸
長

松

原

庄
右
衛
門
㊞

（
以
下
二

－
九
小
区
戸
長
各
略
）

こ

の

測
量
師
の

給
与
は
、

県
の

下
級
官
吏
並
み
の

額
で
、

地
図
編
製
に

従
事
す
る
正
副
戸
長
の

日

当
二

五

銭
よ
り

は

る

か

に

高
い
。

五
大
区
で

は
、

農
民
に

と
っ

て

重
い

負
担
と
な
る
測
量
師
雇
用
を
も
行
い
、

地
図
編
製
を
急
い

だ
。

作
業
の

早
急
な
完
成
は
、

県
へ

提
出
し
た
請
書
に
よ
っ

て

強
要
さ
れ
て

い

た
か
ら
で

あ
る
。

御
請

今
般
地
租
御
改
正
ニ

付
、

田
畑
宅
地
及
其
他
山
林
野
税
地
等
迄
、

村
中
悉
皆
之
地
形
画
図
編
製
方
糴
立
と
し
て

御
巡
回
被
成
、

兼
而
先
般
御
布
告
之
御
旨
趣
懇
〻

御

説
諭
ヲ

蒙
リ
、

夫
〻

了
解
仕
候
、

然
ル

上
は
、

差
向
地
図
編
製
着
手
之
儀
、

各
小
区
測
量
地
器
械
ヲ

造
シ
、

即
今
よ
り
取
掛
り
、

一

同
協
力
、

奮
而
勉
強
し
、

凡
左

之
日

数
割
之
通
、

成
功
候
様
可
仕
候
、

尤
粗
図
認
方
出
来
次
第
御
覧
ニ

入
、

尚
御
差
図
請
候
儀
と
可
相
心
得
と
被
仰
渡
、

承
知
奉
畏
候
、

依
之
御
請
書
差
上
申
候
、

以
上

第
五
大
区
八
小
区
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本
月
四
日
ヨ

リ

一

凡
日

数
十
五
日

武
蔵
国
橘
樹
郡堰

村

八
月
十
九
日
ヨ

リ

一

凡
日

数
三

十
五
日

宿
河
原
村

九
月
廿
三

日
ヨ

リ

一

凡
日

数
四
十
日

登
戸
村

明
治
七
年
第
八
月

右
堰
村
用
掛
り

保

谷

八
代
八
㊞

右
宿
河
原
村
用
掛
り

小

倉

幾
太
郎
㊞

右
登
戸
村
用
掛
り

井
上
五
郎
右
衛
門
㊞

右
八
小
区
地
租
改
正
取
調
掛
り

戸
長
　
関

山

粂

蔵
㊞

第
五
大
区

片

山

正

義
殿

（
片
山
は
第
五
大
区
の

地
租
改
正
取
調
掛
り
総
代
人
。

な
お
小
区
に

よ
っ

て
は
宛
名
を
直
接
県
担
当
官
添
田
・

千
坂
あ
て
と
し
た
と
こ

ろ
も
あ
る

）

こ

う
し
た
請
書
の

提
出
は
、

五

大
区
の

み
な
ら
ず
全
管
下
の

村
々

に

要
求
さ
れ
た
。

そ
し
て
、

一

一

大
区
に

み
た
官
員
巡
回
に
よ
る
作
業
の

厳
し

い

指
導
・

督
責
も
、

他
大
区
で

同
様
に

行
わ
れ
た
（
八
大
区
に
つ

い

て

は
、

『
町
田
市
史
史
料
集
』
第
七
集
参
照
）。
五

大
区
の

進
捗
状
況
は

八

小
区
諸
村

（
表
一

－
五
七
）
で

は
一

一

大
区
よ
り
や
や
早
い

よ
う
で

あ
る
が
、

九
小
区
菅
村
で

は
、

一

八
七
四
（
明
治
七

）
年
十
二

月
三

十
日
に
い

た
っ

て
、

「
玉

川
附
に

て

水
災
の

ご
と
、

田
畑
変
狂
、

殊
に

山
林
嶮
岨
の

み
な
ら
ず
周
囲
境
界
は
各
村
接
居
り
、

思
の

外
手
数
相
掛
り
」、

到
底
年
内
完
成
は

難
し
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い

と
し
て
、

七
五
年
一

月
二

十
日
ま
で

の

日

延
願
い

を

提
出
し
て

い

る
（「
御
日

延
願
」
前
掲
田
村
家
文
書
）。

ま

た
、

八
大
区
で

は
、

七
四
年
十
二

月
十
五
日
前
後
に
な

っ

て
、

「
地
図
差
出
方
一

層
至
急
勉
励
」
の

た

め
担
当

中
村
少
属
の

廻
村
が
な
さ
れ
て
お
り
、

年
内
に

地
図
完

成
を
み
な
い

村
が
少
な
く
な
か
っ

た
こ

と
を
う
か
が
わ

せ
る
（
前
掲
『
町
田
市
史
史
料
集
』
第
七
集
）。

県
地
租
改

正
掛
が
、

七
四
年
十
二

月
四
日
に

県
下
各
大
区
へ

達
し

た
廻
達
（
後
述

）
に
よ
る
と
、「
地
図
全
備
差
出
し
方
之

儀
、

先
般
請
書
日

限
之
趣
も
候
得
共
、

本
月
中
ヲ

限
り

差
出
し
候
儀
と
相
心
得
、

右
順
次
之
都
合
ヲ

以
取
調
可

致
候
事
、

但
天
嶮
山
岳
之
地
等
ニ

而
意
外
手
数
相
掛
候

共
、

来
八
年
二

月
中
ヲ

限
り
、

管
下
一

般
成
功
ノ

筈
ニ

候
」
と
あ
り
、

県
全
体
と
し
て
は
、

一

八
七
五

年
三

月

に
は
、

よ
う
や
く
ほ
ぼ
地
図
編
製
を
終
え
る
こ

と
が
で

き
た
と
み
ら
れ
る
。

表1－57　第5大区のうち21か村における地引絵図編成予定期間

注　川崎市高津区（田村家文書）より作成

©神奈川県立公文書館



野
帳
の

作
成

（
反
別
調
査
）

以
上
の

地
引
絵
図
編
製
作
業
は
、

一

村
全
地
を
、

地
目
ご
と
に
色
分
け
し
て

掲
出
し
、

さ

ら

に
そ
れ
ぞ
れ
一

筆
（
一

枚

）
ご
と
の

四
囲
境
界
を
測
量
に

よ
っ

て

確
定
し
、

そ
れ
ら
に

地
目
に
か
か
わ
ら
ず
一

貫
番
号
（
地
番

）
を
打
ち
、

落
地
の

な

い

よ
う
全
地
の

掲
出
を
図
っ

た
も
の

で
、

一

筆
ご
と
の

面
積
・

所
有
主
等
に
つ

い

て
の

調
査
は
次
の

段
階
に

属
す
る
。

こ
の

次
の

作
業
の

具
体
的
方
法
は
、

地
引
彩

図
編
製
が
終
わ
り
に
近
づ

い

た
一

八
七
四
年
十
二

月
四
日
、

県
地
租
改
正
掛
か
ら
、

各
大
区
へ

廻
達
さ
れ
た
。

そ
の

冒
頭
に
、

地
引
画
図
編
成
差
出
相
成
候
上
ハ

、

先
般
御
布
告
（
注
－
明
治
七
年
三

月
三

十
一

日
布
告

）
ニ

基
キ
、

段
別
調
査
并
収
穫
・

地
価
等
検
査
之
積
ニ

候
得
共
、

悉
皆
一

時
ニ

検
査
ヲ

遂
候
義
ハ

、

事
多
端
ニ

渉
リ
、

一

村
之
卒
業
存
外
手
数
差
重
リ
、

却
而
錯
雑
ニ

押
及
ヒ

可
申
哉
ニ

付
、

方
今
漸
次
成
功
、

地
図
差
出
方
之
順
序
ヲ

以

テ
、

来
八
年
一

月
中
ゟ
官
員
派
出
、

先
反
別
ヲ

調
査
及
ヒ

巡
回
先
ニ

而
改
正
反
別
申
渡
、

夫
ゟ
兼
而
御
布
達
之
通
、

収
穫
地
価
書
上
差
出
候
儀
と
相
心
得
、

右
ニ

付

反
別
調
査
方
法
并
野
帳
書
式
等
、

別
紙
雛
形
ヲ

以
相
達
し
候
条
、

早
〻

取
掛
、

手
操
次
第
野
帳
可
差
出
事

と
、

今
後
の

改
租
事
業
の

手
順
を
示
し
、

ま
ず
一

筆
ご
と
の

反
別
調
査
を
行
い
、

そ
の

結
果
を
「
野
帳

」
に

編
製
す
る

こ

と

を

命
じ
た
。

す
な
わ

ち
、

先
の

明
治
七
年
三

月
三

十
一

日

布
告
で

命
じ
た

「
反
別
地
価
書
上
帳

」
の

作
成
に

直
ち
に

着
手
せ
ず
、

ま
ず
、

「
野
帳

」（「
田
畑
其
外
反
別
取

調
野
帳
」）
作
成
に
と
り
か
か
る
こ

と
と
な
っ

た
わ
け
で

あ
る
。

作
業
の

概
要
は
、

ま
ず
、

実
地
に

臨
み
、

土
地
一

筆
ご
と
に
、

十
字
に

縄
を
張
っ

て

縦
横
の

長
さ
を
量
り
、

そ
れ
に
よ
り
一

筆
の

面
積
を
算
出
す

る
。

そ

し
て
、

さ
き
に

作
成
し
た
地
引
絵
図
と
照
合
し
、

そ
こ

に

記
載
さ
れ
た
地
番
の
一

番
の

地
か
ら
順
次
野
帳
に
、

字
・

地
番
・

地
目
縦
横
の

長

さ
・

面
積
・

所
有
者
を
一

筆
ご
と
に

記
載
し
て
い

く
、

と
い

う
も
の

で

あ
る
。

こ

う
し
て
、

あ
る
地
の

所
在
・

面
積
・

所
有
者
は
、

地
番
に

よ
っ

て

連
結
し
た
地
引
絵
図
と
野
帳
と
に

よ
っ

て

表
示
さ
れ
る
こ

と

に

な
る
。

県
は
右
作
業
の

終
了
（
野
帳
の

提
出

）
を
持
っ

て

反
別
検
査
を
実
施
す
る
。

そ
れ
は
、

耕
地
一

筆
ご
と
に
、

地
番
・

所
有
者
を
記
し
た
畝
杭
を
立
て

さ
せ
、

派
出
官
員
が
現
地
で
、

地
引
絵
図
（
切
絵
図
＝

字
限
絵
図

）
と
畝
杭
を

照
合
し
つ

つ
、

地
順
に

落
地
・

重
複
地
が
な
い

こ

と
を
確
か
め
、

う
ち
二
、

三

か
所
を
丈
量
し
て
、

野
帳
記
載
の

面
積
に

誤
り
が
な
い

か
を
検
査
す
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る
。

誤
り
が
あ
れ
ば
、

と
き
に
一

村
全
地
の

丈
量
や
り
直
し
を
も
命
じ
る
、

と
い

う
も
の

で

あ
っ

た
。

そ
し
て
、

一

村
の

反
別
検
査
が
終
わ
る
と
、

野
帳
に

土
地
所
有
者
各
自
の

調
印
を
と
り
、

反
別
改
正
を
申
渡
し
、

村
か
ら
「
旧
新
反
別
比
較
増
減

簿
」
を
県
へ

提
出
さ
せ
て
、

実
地
丈
量
の

作
業
は
終
わ
り
と
な
る
。

反
別
調
査
（
野
帳
作
成

）
は
、

地
引
絵
図
完
成
に

引
き
続
い

て
行
わ
れ

た
。

第
五
大
区
で

は
、

一

八
七
五
（
明
治
八

）
年
二

月
二

十
三

日

か
ら
三

月
十
一

日

に
か
け
て
、

逐
次
村
々

に
巡
回
し
て

来
た
県
官
に

対
し
、

そ
れ
ぞ
れ
三

月
十
六
、

十
七
、

二

十
、

二

十
一

、

二

十
五
、

三

十
一

日
を
日

限

と
し
て

野
帳
を
提
出
す
る
旨
の

請
書
を
差
し
出
し
て
い

る
（
前
述
の

よ
う
に

同
大
区
で

地
図
編
製
が
最
も
お
く
れ
た
と
み
ら
れ
る
菅
村
で

は
、

野
帳
差
出
し
の

期
限
も
二

十
五
日
と
下
菅
生
村
の

三

十
一

日
に

次
い

で

遅
く
な
っ

て
い

る
－
「
御
請
」
前
掲
田
村
家
文
書
）。
こ

の

請
書
差
出
し
の

日

を
も
っ

て
、

村
方
で

の

反

別
調
査
作
業
開
始
と
み
て
よ
い

で

あ
ろ
う
。

一

八
七
五
年
四
月
、

県
下
地
租
改
正
事
業
の

実
質
上
の

指
揮
者
で

あ
る
添
田
権
大
属
は
、

当
時
の

管
下
で
の

反
別
調
査
の

進
捗
状
況
を
も
と
に
、

以
後
に
お
け
る
改
租
事
業
の

「
見
据
」
を
立
て

県
令
に
上
申
し
た（「
段
別
検
査
其
他
順
次
見
据
申
上

」
浜
田
新
太
郎
「
地
租
改
正
雑
集

弐

」
福
島
正
夫
氏

蔵
）。そ

れ
に
よ
れ
ば
、

県
は
、

村
方
か
ら
請
書
を
と
り
野
帳
提
出
期
限
を
四
月
中
と
し
て

作
業
を
督
励
し
て

い

る
が
、

「
村
民
之
情
願
」
を
視
察
し
た

と
こ

ろ
、

今
は
あ
た
か
も
、

田
方
は
苗
代
を
作
り
、

畑
方
は
麦
作
出
穂
前
、

養
蚕
地
帯
で

は
桑
葉
が
繁
茂
す
る
前
の

時
期
に
あ
た
っ

て
い

る
。

農
民

は
、

ま
だ
農
繁
期
に

な
ら
な
い

今
の

う
ち
に
、

反
別
調
査
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

競
っ

て

勉
励
し
て
い

る
。

よ
っ

て

官
側
で

も
こ

れ
に

応
じ
て

「
非

常
之
手
配
奮
発
」
を
し
な
け
れ
ば
、

農
繁
期
に

入
り
農
民
は
農
事
（「
民
情
ノ

義
務
」）
に

切
迫
さ
れ
、

機
会
を
失
し
、

事
業
が
大
幅
に

お

く
れ

る

こ

と
に

な
る
、

と
述
べ

て
い

る
。

す
な
わ
ち
、

村
方
で
は
野
帳
作
成
を
農
繁
期
前
に

済
ま
す
べ

く
作
業
を
急
い

で
い

た
こ

と
が
わ
か
る
。

そ
し
て
、

五

月
に

入
る
と
、

第
一

二

大
区
（
多
摩
郡
の

う
ち
七
一

か
村
）
各
小
区
正
副
戸
長
連
名
で

県
に

対
し
、

五
月
二

十
－
二

十
五
日
に

各
村
か
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ら
野
帳
を
提
出
す
る
か
ら
六
月
十
日

ま
で
に

反
別
調
査
を
終
え
て
ほ
し
い

と
い

う
強
い

申
出
が

な

さ

れ

た（
前
掲
「
地
租
改
正
雑
集

弐
」
福
島
正
夫
氏

蔵

）
。

そ
れ
に

よ
る
と
、

同
大
区
で

は
地
引
絵
図
完
成
後
、

「
掛
リ
御
官
員
ヨ

リ
伝
習
」
さ

れ

た
方
法
で

「
十
字
検
地
」
を
行
い

ほ
ぼ
完
成
に
い

た

っ

た
と
き
、

「
猶
今
般
御
巡
廻
之
上
、

転
変
之
御
差
図
ヲ

受
、

再
三

検
地
被
仰
渡
当
惑
至
極
」
で
あ
っ

た
。

し
か
し
、

「
人
民
私
有
之
権
ヲ

失
シ

候
而

は
、

往
〻

不
相
成
義
ニ

付
、

百
事
ヲ

投
打
頻
ニ

勉
励

」
し
て
い

る
、

と
述
べ

て
い

る
。

こ

こ

に

指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、

土
地
丈
量
法
に

つ

き
、

派
出

官
員
の

指
導
は
、

途
中
で

「
転
変
」
し
、

た
め
に

再
丈
量
を
余
儀
な
く
さ
れ
作
業
に
遅
延
を
来
た
し
た
の

で

あ
っ

た
。

農
繁
期
前
に

反
別
検
査
を
終

え
て
ほ
し
い

と
す
る
上
述
の

要
求
に

は
、

一

貫
し
た
指
導
を
な
し
え
な
か
っ

た
県
に

対
す
る
強
い

忿
懣
が
込
め
ら
れ
て
い

る
。

こ

の

要
求
を
う
け
た

添
田
権
大
属
の

庁
内
廻
議
（
前
掲
「
地
租
改
正
雑
集

弐
」）
に
よ
る
と
、

こ

の

よ
う
に
反
別
検
査
の

早
急
施
行
の

必
要
に

迫
ら
れ
て
い

る
の

は
第
一

二

大
区
だ
け
で

な
く
、

多
摩
郡
の

第
八
、

九
、

一

〇
、

一

一

大
区
、

高
座
郡
の

第
一

九
、

二

〇
大
区
の

計
七
つ

の

大
区
（
い

ず
れ
も
養
蚕
地
帯
）
も
同
様

で

あ
る
と
い

う
。

県
は
、

こ

の

廻
議
に

も
と
づ

き
、

第
一

二

大
区
に

対
し
て
、

五

月
二

十
九
日
、

「
書
面
申
立
之
趣
、

事
情
無
余
儀
相
聞
候
間
、

六

月
十
一

日
ヨ

リ
七
月
九
日
迄
日

数
三

十
日

之
間
猶
予
可
致
候
条
、

右
期
限
過
去
候
ハ

ヽ

検
査
順
序
無
差
閊
様
可
被
致
事
」
と
、

反
別
検
査
を
農
繁
期

後
に

延
期
す
る
こ

と
と
し
、

他
の

七
つ

の

大
区
に

も
事
実
上
同
様
の

措
置
を
と
っ

た
の

で

あ
っ

た
。

そ
し
て
、

県
は
そ
の

養
蚕
繁
忙
期
中
、

右
八
つ

の

大
区
の

担
当
官
員
を
、

他
の

非
養
蚕
地
帯
の

大
区
（
第
一

－
七
、

第
一

四
－
一

八
大
区
）
に

分
派
し
、

こ

れ
ら
大
区
担
当
官
と
協
力
し
て

こ

こ

で

の

反
別
検
査
を
悉
皆
終
了
さ
せ
て
し
ま
お
う
と
し
た
。

以
上
の

経
緯
を
み
れ
ば
、

実
地
丈
量
の

遅
延
が
、

県
官
指
導
の

不
手
際
に

起
因
し
て
い

る
こ

と

は
明
ら
か
で

あ
ろ
う
。

さ
て
、

前
述
一

八
七
五
（
明
治
八

）
年
四
月
添
田
権
大
属
の

「
段
別
検
査
其
他
順
次
見
据
申
上
」
は
、

反
別
検
査
の

作
業
計
画
を
次
の

よ
う
に

立

て

て
い

た
。

そ
れ
は
、

（一）

第
一

大
区
は
、

村
数
は
一

〇
か
村
ば
か
り
な
の

で

第
二

大
区
に

組
み
込
む
。

そ
し
て
、

第
二

－
二

〇
大
区
に

官
員
を
一

大

区
に
つ

き
二

名
、

計
三

八
名
を
派
出
分
担
さ
せ
る
（
こ

の

三
八
名
の

人
名
は
『
横
浜
市
史
』
第
三
巻
下

六
六
一

ペ

ー
ジ
に

掲
げ
ら
れ
て
い

る

）。
管
下
の

全
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村
数
九
一

二
、

一

か
村
平
均
し
て
田
畑
山
林
の

筆
数
（
地
番
の

数
）
約
一

五

〇
〇
と
す
る

と
、

筆
数
総
計
一

三

六
万
八
〇
〇
〇
番
と
な
る
。

（二）

こ

れ
を
三

八
名
の

官
員
が
二

名
ず
つ

一

九
隊
に

分
か
れ
、

反
別
検
査
を
す
る
と
、

一

隊
一

日
に
五
〇
〇
番
を
検
査
す
る
と
し
て
、

全
体
で
一

日
に

九
五

〇
〇
番
の

検
査
を
な
し
う
る
勘
定
と
な
る
。

こ

れ
に

も
と
づ

い

て
日

程
を
立
て
る
と
、

（三）

四
月
五

－
三

十
日

ま
で
二

十
二

日

間
に
二

〇
万
九
〇
〇

〇
番
の

検
査
を
終
え
る
。

（四）

五

月
一

日
－
六
月
三

十
日

ま
で
の

六
十
一

日

間
に
五
七
万
九
五
〇
〇
番
の

検
査
を
終
え
る
。

（五）

同
じ
時
期
、

さ
ら

に
一

九
名
を
増
員
し
、

こ

れ
に

総
代
人
一

九
名
を
加
え
、

各
大
区
そ
れ
ぞ
れ
一

隊
を
増
加
し
、

さ
ら
に
五
七
万
九
五

〇
〇
番
を
検
査
し
、

以
上
八
十

三

日

間
で

悉
皆
反
別
検
査
を
終
え
る
（
雨
天
の

日
は
野
帳
の

検
算
な
ど
に

あ
て
る

）、

と
い

う
も
の

で

あ
っ

た
。

す
な
わ
ち
、

県
は
、

四
月
三

十
日
ま
で

に

村
方
の

野
帳
作
成
（
反
別
調
査

）
を
悉
皆
完
了
さ
せ
、

六
月
三

十
日
ま
で

に

県
の

反
別
検
査
を
す
べ

て

終
え

る

と

計
画
し
て
い

た
。

そ
し
て
、

以

後
七
月
か
ら
九
月
の

間
に

地
価
収
穫
調
査
を
し
て
、

明
治
七
年
三

月
三

十
一

日
達
で

示
し
た
「
反
別
地
価
書
上
帳
」
を
作
成
し
、

改
租
事
業
を
成
功

さ
せ
、

十
月
中
に
、

右
の

結
果
を
「
反
別
貢
額
旧
新
比
較
」
表
に

編
纂
し
、

大
蔵
省
へ

進
達
の

上
許
可
の

指
令
を
う
け
、

一

八
七
五（
明
治
八

）
年
か

ら
新
租
額
施
行
の

運
び
に

す
る
、

と
の

「
見
据
」
を
立
て
た
の

で

あ
る
。

し
か
し
、

こ

の

「
見
据
」
は
、

前
述
の

よ
う
な
経
緯
と
「
見
据
」
の

甘
さ
と
に
よ
っ

て
、

大
幅
に

遅
延
す
る
こ

と
に
な
っ

た
。

四
月
三

十
日
に

終

わ
る
は
ず
で

あ
っ

た
村
方
で
の

野
帳
作
成
（
反
別
調
査

）
は
、

第
一

二

大
区
を
と
っ

て

も
、

早
く
と

も
五

月
一

杯
は
か
か
っ

て

お
り
、

こ

れ
ら
養
蚕

地
帯
大
区
の

反
別
検
査
は
、

予
定
通
り
と
し
て

も
七
月
十
日
の

開
始
で

あ
る
。

さ
ら
に
、

五

月
十
八
日

付
で

添
田
権
大
属
・

飯
嶋
中
属
が
、

「
地
租
改
正
反
別
検
査
運
搬
ノ

儀
」
を
県
令
に

上
申
し
た
と
こ

ろ

に

よ
れ
ば
、

こ

れ

ま
で

の

反
別
調
査
の

結
果
、

前
述
の

よ
う
に
一

大
区
当
た
り
七
万
番
、

管
内
計
約
一

四
〇
万
番
と
し
た
予
想
は
、

大
幅
に

相
違
し
、

「
各
大
区
漸
次

野
帳
ノ

合
計
拾
万
番
以
上
十
五
万
番
ニ

及
、

概
略
管
内
総
計
二

百
三

拾
万
番
余
ニ

至
リ
可
申
、

最
前
見
込
ト
ハ

百
万
番
之
増
聴
」
が
見
込
ま
れ
る
に

い

た
っ

た
。

そ
れ
で
一

大
区
へ

の

派
出
官
員
ら
二

名
、

戸
長
ら
を
三

手
に

分
け
反
別
検
査
を
実
施
し
て

も
、

平
坦
地
の

田
畑
宅
地
な
ら
ば
一

手
一

日
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五
〇
〇
番
、

一

大
区
計
一

五
〇
〇
番
を
検
査
し
う
る
が
、

山
林
は
、

一

手
二

〇
〇
番
が
や
っ

と
で
、

こ
の

ま
ま
で

は
大
幅
に

検
査
終
了
期
日
は
遅
れ

る
と
し
て
い

る
。

よ
っ

て

添
田
ら
は
、

ま
ず
田
畑
宅
地
の

み
を
検
査
し
、

山
林
は
後
に

す
る
こ

と
を
提
議
し
た
の

で

あ
る
。

県
が
、

こ

う
し
た
措
置

を
と
っ

て

も
、

第
一

二

大
区
な
ど
七
つ

の

大
区
は
、

検
査
を
予
定
通
り
に

行
っ

た
ば
あ
い

で

も
一

か
月
余
り
は
要
す
る
の

で
、

こ

れ
ら
大
区
の

検
査

終
了
は
、

八
月
に

入
っ

て
の

こ

と
と
推
察
で

き
る
。

現
に
、

第
一

一

大
区
で

は
、

検
査
を
終
え
、

区
長
が
残
務
処
理
を
指
示
し
た
の

は
八
月
四
日
の

こ

と
で

あ
る
。

こ

の

日
、

同
大
区
の

区
長
下
田
半
兵
衛
は
、

一

、

九
、

八
、

一

〇
小
区
会
所
あ
て
に

次
の

廻
達
を
発
し
て

い

る
。

当
区
内
一

般
反
別
検
査
落
成
ニ

付
而
ハ

、

兼
而
派
出
之
官
員
ゟ
談
事
置
候
検
査
済
、

諸
請
書
并
野
帳
認
直
し
等
被
申
付
、

未
タ
差
出
不
相
成
村
〻

ハ

、

拙
者
手
許
ヘ

至
急
御
差
出
相
成
候
様
御
取
計
有
之
度
、

且
出
張
之
官
員
各
所
ニ

お
ゐ
て

人
足
賃
其
外
喫
飯
料
払
落
之
分
も
可
有
之
候
間
、

小
区
限
村
〻

ヘ

御
申
談
し
、

無
腹
蔵
請

取
書
御
差
出
可
被
成
候
、

依
而
此
段
及
回
達
候
也

第
八
月
四
日

第
拾
壱
大
区
〻

長
　
下
田

半
兵
衛

足
柄
県
で
の

地
引
帳

作
成
（
反
別

調

査
）

さ
き
に
の
べ

た
よ
う
に
、

足
柄
県
の

村
方
で
、

地
引
絵
図
編
製
・

反
別
丈
量
調
査
に

と
り
か
か
っ

た
の

は
、

神
奈
川
県

で
、

県
に

よ
る
反
別
検
査
が
終
わ
り
、

地
価
算
定
作
業
に

入
っ

た
一

八
七
五
（
明
治
八

）
年
十
月
の

こ

と
で

あ
る
。

こ

れ

よ
り
さ
き
、

足
柄
県
で

は
、

壬
申
地
券
交
付
に

あ
た
っ

て

「
地
引
絵
図
」
・

「
地
引
帳
」
の

作
成
を
進
め
て
い

た
が
、

県
は
一

八
七
五

年
十
月
に
い

た

っ

て
、

「
地
租
改
正
地
図
調
査
其
他
達
書
」（
全
一

三

条
）
を
達
し
、

事
実
上
、

こ

れ
ま
で

の

作
業
の

や
り
直
し
を
命
じ

た
。

こ

れ
に

対
し
管
下
地
租

改
正
総
代
人
か
ら
、

達
書
の

い

く
つ

か
の

箇
条
に
つ

き
疑
問
が
寄
せ
ら
れ
、

県
は
こ

れ
に

答
え
る
と
こ

ろ
が
あ
っ

た
が
、

十
二

月
三

日
、

足
柄
県
地

券
掛
は
、

各
大
区
正
副
戸
長
に

対
し
、

「
地
租
改
正
地
引
帳
書
式
地
図
折
□
寸
法
書
」
を
達
し
、

地
租
改
正
総
代
人
お

よ

び
各
村
へ

の

通
達
を
命
じ

た
。

こ

れ
に

よ
っ

て
、

村
方
で

の

「
地
租
御
改
正
地
引
帳
」
と
「
地
引
絵
図
」（
字
限
地
図
お
よ
び
全
図

）
作
成
作
業
が
緒
に

付
く
こ

と
と
な
っ

た
。
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「
地
租
御
改
正
地
引
帳
」
は
、

神
奈
川
県
で

の

「
野
帳
」
に

当
た
る
も
の

で
、

「
地
引
帳
」
・

「
地
引
絵
図
」
と
も
、

神
奈
川
県
と
ほ
ぼ

同
一

の

書
式
で

あ
る
。

右
の

布
達
の

直
後
、

十
二

月
四
日
に

地
租
改
正
事
務
局
か
ら
有
尾
敬
重
ら
が
韮
山
支
庁
に

来
て
、

こ

れ

ま

で

の

調
査
状
況
を
た
ず
ね
る
と
と
も

に
、

翌
七
六
年
を
期
し
て
の

新
地
租
法
施
行
を
求
め
、

指
導
・

督
促
を
行
っ

た
。

そ
の

結
果
は
直
ち
に

本
庁
へ

通
報
さ
れ
る
と
と
も
に
、

管
下
各
大

区
地
券
掛
へ

も
報
知
さ
れ
た
（「
明
治
八
亥
年
五
月
地
券
掛
諸
控

大
矢
武
平
」
前
掲
大
矢
家
文
書
）。

本
年
十
二

月
地
租
改
正
事
務
局
御
用
掛
租
税
寮
七
等
出
仕
有
尾
敬
重
・

内
務
省
御
係
真
田
右
三

郎
・

租
税
寮
御
係
小
寺
成
蔵
入
来
、

是
迄
之
調
等
ヲ

尋
問
、

来
九
年

ヲ

期
シ

公
布
之
通
改
正
相
成
候
様
い

た
し
度
旨
談
有
之
候
ニ

付
、

従
前
取
調
之
模
様
演
述
、

且
数
件
問
合
為
来
、

調
方
ノ

手
続
・

差
図
ノ

条
欵
等
別
紙
之
通
有
之
候

間
、

此
段
及
御
報
知
候
也

明
治
八
年
十
二

月
十
二

日

韮
山
支
庁

地
券
調
所

印

本
県

地
券
調
所
　
御
中

（
別
紙
略
）

有
尾
は
、

こ

の

と
き
、

韮
山
支
庁
の

「
絵
図
面
の

義
先
般
諸
県
改
正
局
へ

集
会
の

際
協
議
の

通
一

分
一

間
の

縮
図
は
一

厘
壱
間
に

仕
立
申
候
、

尤

最
前
五

厘
一

間
に

取
調
候
分
、

再
調
と
申
て

は
入
費
す
く
な
か
ら
ず
苦
情
も
こ

れ
有
り
候
間
、

其
儘
据
置
申
候
」、
「（
地
引
絵
図
へ

）
着
色
之
儀
道
は

朱
に
て
、

川
溜
井
等
は
藍
に

て
、

堤
堰
は
薄
茶
に
て

相
分
け
、

其
他
は
着
色
い

た

さ

ず
、

尤
縮
図
は
千
葉
県
伺
雛
形
通
り
着
色
い

た
し
候
」
「
絵

図
面
に
は
番
号
及
田
畑
宅
地
の

名
称
の

み
相
記
し
申
し
候
」
等
と
い

う
措
置
は
、

そ
の

ま
ま
認
め
た
が
、

実
地
丈
量
の

方
法
に
つ

い

て

は
異
議
を
唱

え
、

「
地
引
帳
へ

竪
何
間
、

横
何
間
書
入
の

儀
、

地
形
に

よ
り
竪
も
横
も
実
地
に

当
ら
さ
る
分
儘
こ

れ
有
り
、

不
都
合
に

付
、

一

筆
一

ト
縄
に

歩
詰
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致
し
難
き
所
は
、

二

縄
に

も
三

縄
に

も
出
歩
・

入
歩
を
以
歩
詰
の

上
」
云
々

と
よ
り
精
密
な
丈
量
を
求
め
た
。

次
の

足
柄
県
地
券
掛
の

正
副
戸
長
あ

て

達
は
、

右
の

有
尾
の

指
示
に

も
と
づ

く
も
の

で

あ
ろ
う
（「
地
方
要
誌
」
厚
木
市
温
水

山
口

忠
一

家
文
書
）。

地
租
改
正
ニ

付
、

実
地
現
歩
仕
出
方
之
儀
、

十
字
縄
ヲ

以
可
取
調
旨
、

兼
而
相
達
置
候
処
、

右
者
十
字
縄
ニ

限
リ
無
之
、

実
地
斜
詰
或
ハ

図
上
斜
詰
成
リ
、

適
宜
取

調
不
苦
候
、

尤
官
員
派
出
改
之
節
ハ

、

十
字
縄
相
用
候
間
、

予
而
其
段
相
心
得
、

改
之
期
ニ

臨
ミ
、

現
歩
ニ

相
違
無
之
様
、

精
密
ニ

可
取
調
旨
、

村
〻

ヘ

至
急
御
達

可
有
之
候
也

明
治
八
年
十
二

月
十
三
日

本
県

地

券

掛

す
な
わ
ち
、

実
地
丈
量
が
後
れ
た
足
柄
県
で

は
、

神
奈
川
県
と
異
な
り
、

さ
ら
に

精
密
な
丈
量
が
要
求
さ
れ
た
の

で

あ
る
。

以
後
、

村
方
で
の

反
別
調
査
は
急
速
に

進
め
ら
れ
た
が
、

こ

の

作
業
が
ま
だ
完
了
を
み
な
い
一

八
七
六
（
明
治
九
）
年
四
月
十
八
日
、

足
柄
県
が

廃
止
さ
れ
、

同
県
相
州
の

部
分
は
神
奈
川
県
へ

合
併
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
、

五

月
一

日
こ
の

旨
が
管
下
へ

達
せ
ら
れ
た
。

こ

の

時
点
で
、

相
州
部
分
村
々

の

反
別
調
査
は
、

第
一

大
区
（
神
奈
川
県
第
二
一

大
区
と
な
る

）
で

は
八
割
、

第
二

大
区
（
同
第
二

二

大
区
）
で

は
九

割
、

第
三

大
区
（
同
第
二

三

大
区
）
で

は
七
割
が
完
了
し
、

完
了
し
た
村
で

は
足
柄
県
官
員
に

よ
る
反
別
検
査
が
始
め
ら
れ
て
い

た
。

こ

の

よ
う
な

と
き
で

の

廃
県
は
、

村
方
で

事
業
を
担
当
し
て
い

た
者
た
ち
に

大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
。

す
な
わ
ち
、

改
租
指
導
県
官
の

交
代
に
よ
っ

て
、

こ

れ
ま

で

の

作
業
が
す
べ

て

や
り
直
し
と
な
る
の

で

は
な
い

か
と
い

う
強
い

危
惧
の

念
を
抱
い

た
の

で

あ
る
。

よ
っ

て
、

各
大
区
の

地
租
改
正
総
代
人
は
、

廃
県
の

達
し
を
う
け
た
翌
五

月
二

日
、

た
だ
ち
に

神
奈
川
県
権
令
野
村
靖
あ
て

に
、

連
名
の

上
願
書
を
提
出
し
た
（「
明
治
八
亥
年
五
月
地
券
掛
諸
控
」

前
掲
大
矢
家
文
書
）。

地
租
改
正
調
査
方
居
置
ノ

儀
願

御
管
下
第
二

十
一

大
区
・

第
廿
二

大
区
・

第
廿
三

大
区
地
租
改
正
総
代
人
共
、

謹
奉
悃
願
候
、

這
般
地
租
改
正
調
方
之
儀
第
廿
一

大
区
八
歩
通
リ
、

第
廿
弐
大
区
九
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歩
通
、

第
廿
三

大
区
七
歩
通
出
来
、

既
ニ

旧
県
官
員
御
派
出
之
上
、

調
査
方
御
検
査
も
相
済
候
村
方
も
有
之
、

引
続
御
検
査
可
相
願
村
々

黽
励
従
事
罷
在
候
、

然
ル

処
諸
般
御
庁
御
指
揮
の

如
ク
、

再
調
ヲ

促
シ

候
節
ハ

、

従
前
取
調
一

モ

用
ユ

ル

処
ナ
ク
、

巨
額
ノ

用
費
并
村
吏
人
民
ノ

苦
情
ヲ

亦
総
テ

水
泡
ニ

帰
シ
、

実
ニ

憫
然
之

至
リ
ニ

御
座
候
、

此
上
取
調
替
之
御
達
有
之
候
節
ハ

、

前
陳
用
費
冗
煩
免
ル

可
ラ
ス

ハ

勿
論
、

改
正
急
務
之
御
諭
達
モ

自
然
悖
戻
候
哉
も
難
計
推
量
仕
候
、

何
卒
旧

県
制
度
ヲ

以
落
成
為
致
度
、

此
段
奉
懇
願
候
也

な
お
こ

の

と
き
、

旧
足
柄
県
相
州
部
分
へ

の

支
庁
設
置
願
も
同
時
に

提
出
さ
れ
て
い

る
。

し
か
し
、

反
別
検
査
は
、

神
奈
川
県
合
併
後
も
、

そ
の

ま
ま
進
め
ら
れ
た
ご
と
く
で
、

第
二

三

大
区
に

属
す
る
愛
甲
郡
温
水
村
で

は
、

五

月
二

十
七

日
か
ら
六
月
二

十
一

日
に

か
け
て

計
二
一

字
二

六
八
二

番
の

検
査
が
行
わ
れ
、

引
き
続
き
地
引
絵
図
・

地
引
帳
の

清
書
に

と
り
か
か
っ

て
い

る
（
前

掲
「
地
方
要
誌

」
山
口

忠
一

家
文
書
）。
そ
し
て
、

神
奈
川
県
地
租
改
正
掛
は
、

七
月
九
日
、

同
村
は
じ
め
一

小
区
の

村
々

に
、

地
引
帳
を
来
る
十
五
日

ま
で

に

提
出
す
る
よ
う
求
め
た
。

と
こ

ろ
が
、

地
引
帳
清
書
は
大
幅
に

遅
れ
、

八
月
十
四
日
、

厚
木
町
に

出
張
し
て

き
た
県
一

四
等
出
仕
天
野
喜
四

郎
は
、

一

小
区
の

温
水
村
な
ど
九
か
村
、

二

小
区
の
二

か
村
に

対
し
、

其
村
〻

請
地
引
帳
兼
而
日

限
之
通
リ
可
差
出
筈
ニ

相
心
得
居
候
処
、

其
儀
無
之
、

右
当
手
支
庁
江
引
換
之
期
日
ニ

切
迫
し
、

甚
タ
以
差
閊
候
間
、

至
急
取
揃
ヘ

差
出

し
可
被
申
、

因
之
右
申
達
候
也

と
の

督
促
を
行
っ

て
い

る
。

後
述
の

よ
う
に
、

旧
足
柄
県
部
分
で
、

地
価
決
定
の

た
め
の

具
体
的
な
調
査
方
法
を
最
初
に

指
示
し
た
「
模
範
地
位
等
級
取
調
方
心
得
」
が
達
せ

ら
れ
る
の

は
、

一

八
七
六
（
明
治
九
）
年
十
月
に
入
っ

て
の

こ

と
で

あ
る
。

こ

こ

か
ら
推
定
す
れ
ば
、

旧
足
柄
県
部
分
で
、

地
引
帳
が
完
成
・

提
出

を
終
え
た
の

は
、

一

八
七
六
年
九
、

十
月
の

こ

ろ
で

あ
ろ
う
。
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注（1）
　「
明
治
七
甲
戍
年
第
九
月
ヨ

リ
　
地
租
改
正
掛
筆
誌
　
第
十
一

大
区
拾
小
区
長
」
東
京
都
東
大
和
市
蔵
敷
　
内
野
禄
太
郎
家
文
書
。

（

2

）
　「
御
請
」

川
崎
市
高
津
区
　
田
村
家
文
書
。

（3）
　「
坪
詰
之
儀
ニ

付
御
達
書
」
前
掲
田
村
家
文
書
、

『
町
田
市
史
史
料
集
』
第
七
集
　
九
六
ペ

ー
ジ
。

（4）
　「
明
治
八
年
第
二

月
　
反
別
調
査
心
得
書
　
右
ニ

関
す
る
諸
廻
達
御
派
出
相
成
御
請
書
　
第
拾
壱
大
区
拾
小
区
長
」　
前
掲
内
野
家
文
書
。

二

　
地
価
決
定
作
業

神
奈
川
県
で
の

小
作
米
金
調
査

一

八
七
五
（
明
治
八

）
年
四
月
、

反
別
検
査
担
当
官
員
が
、

巡
回
に

先
立
っ

て

庁
内
で

行
っ

た
協
議
の

席
上
、

反
別
検
査
済
み

後
の

作
業
の

方
針
に
つ

い

て

も
次
の

よ
う
な
申
合
せ
が
な
さ
れ
た
（
前
掲
「
地
租
改
正
雑
集

弐
」）。

改
正
検
査
済
ノ

村
々

逐
次
地
価
収
穫
書
上
帳
ノ

義
先
般
御
布
達
（
注
－
七
年
三

月
反
別
地
価
等
書
上
方
心
得
書
布
告
）
雛
形
ニ

做
ヒ
、

差
出
方
手
操
申
渡
ヘ

ク
、

尤

民
情
自
己
見
込
ノ

儘
書
上
サ
セ

候
而
者
、

必
地
価
低
寡
ヲ

以
テ

先
ト
ス

ル

ハ

民
慾
ノ

慣
習
ニ

付
、

地
位
不
適
当
ヲ

記
載
ス

ヘ

シ
、

然
ル

時
者
、

再
三

調
査
等
ノ

手
数

ヲ
重
ネ
、

夫
カ

為
ニ

整
理
卒
業
ノ

際
会
モ

遅
延
候
、

サ
レ

ハ

其
目
途
ト
ス

ル

ノ

概
略
方
則
ハ

不
日

総
代
人
迄
達
方
及
候
趣
ニ

可
申
聞
置
事

但
シ

田
畑
ハ

地
味
ノ

肥
瘠
ヲ

以
小
作
上
ノ

多
少
、

宅
地
ハ

土
地
ノ

盛
衰
、

山
林
ハ

海
河
運
輸
ノ

便
否
ニ

拠
リ
、

地
価
昂
低
ヲ

確
定
ス

ル

モ

ノ

ト
ス
、

故
ニ

見
込
申

上
、

県
詮
ヲ
尽
シ
、

長
官
ノ

御
決
議
ヲ

乞
、

相
達
ノ

義
ト

可
心
得
事

こ

こ

か
ら
一

八
七
四
（
明
治
七

）
年
三

月
心
得
書
布
告
に

も
か
か
わ
ら
ず
、

七
五

年
四
月
ま
で

具
体
的
な
収
穫
地
価
調
査
の

方
法
は
、

何
ら
定
ま

っ

て
い

な
か
っ

た
こ

と
が
わ
か
る
。

そ
し
て
、

こ

の

申
合
せ
で
、

は
じ
め
て
、

収
穫
地
価
は
人
民
の

申
告
に

任
せ
る
こ

と
が
で

き
な
い

の

で

近
日

そ
の

「
概
略
方
則
」
を
総
代
人
に

達
す
る
予
定
で

あ
る
こ

と
、

田
畑
の

地
価
は
、

土
地
の

肥
沃
度
を
小
作
料
の

多
少
に

も
と
づ

い

て

定
め
る
方
針
で

あ
る
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